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セレクトショップのアーバンリサーチは、衣・食・住・
遊のライフスタイルを提案する「ドアーズ」の出店

（2003年）に伴い、アウトドアブランドを導入。10周年
の節目にブランドと顧客をつなぐ屋外イベントとして

「TINYGARDEN FESTIVAL（タイニーガーデンフェス
ティバル）」を企画し、以降は毎年9月に群馬県の無印
良品カンパーニャ嬬恋で開催してきた。「庭先で繰り
広げられるガーデンパーティー」をコンセプトに、ブラ
ンドや作り手によるワークショップやライブ、アクティ
ビティー、BBQなどコンテンツは多岐にわたり、1800
人ほどが来場する。1泊2日で訪れる来場者が多く、
会場がキャンプ場のためキャンプ目当ての人も少なく
ない。「思い思いに過ごすゆる～いフェス」（中馬剛仁
TINYGARDENブランドディレクター）が魅力だ。
ただ、フェスは年1回のため、「お客様が望むタイミン
グで出かけ、楽しめる場を作りたかった」。相応しい
立地を探す中で行き着いたのが長野県の蓼科湖畔
だった。総敷地面積は約4800坪、その半分は国立
公園に指定されている。豊かな自然はもとより、敷地
内には温泉旅館だった建物があり、基礎もしっかり維
持されていた。同社が提案する衣・食・住・遊と
フィットする立地との出会いから実現したのが、2019
年9月にオープンした宿泊滞在型施設「TINYGAR 
DEN蓼科」だ。
宿泊スタイルは旅館をリノベーションした温泉のある
ロッジ、24棟のキャビン、オート＆フリーのキャンプサイ

トの3タイプから選べ、ワークステーションも備える。
開業時から客足は好調で、昨年4、5月は緊急事態宣
言で途絶えたが、7月以降は回復し、今年はすでに夏
休み時期まで予約で埋まっている。家族連れや仲間
同士をはじめ、コロナ禍以降は「ワーケーションでの
宿泊も多く、研修利用の問い合わせも増加中」とい
う。
開業に併せて、アウトドアブランド「EKAL（エカル）」
も立ち上げた。「アウトドアを楽しむこと、休むこと・く
つろぐこと、旅すること」をコンセプトに、ウェアや雑
貨、ギアを提案する。ワークステーション内ではショッ
プを展開し、オリジナルに加え、アウトドアブランドと
のコラボアイテムも揃う。昨秋にはテント・マーク・
デザインズと協業したテントが400張りを完売、シュラ
フメーカーのナンガとのダウンブランケットも人気で、
第2弾となる今春も事前予約が続出している。

「アウトドア需要の増加を背景に、スタッフも自らキャ
ンプなどを楽しんできた経験をMDやサービスに生か
し、施設もブランドも売り上げがどんどん伸びている。
今後も強化していく」と中馬さん。ビジネスと並行して、

「地域の魅力を高めていくことも大切な役割。行政と
連携し、自分たちにできることを実践していきたい」。
その取り組みとして、昨年はコロナ禍で中止したフェ
スを今年6月にTINYGARDEN蓼科を中心としたエリ
アで開催する。
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ライブだけでなくブランドの物
作りを体験できるワークショップ
も魅力の「TINYGARDEN FES 
TIVAL」。8回目となる「TINYG 
ARDEN FESTIVAL 2021」は6
月5日（土）・6日（日）に開催

上 :「Travel」「Activity」
「Camp」を 切り口とした
ウェアや 雑貨などが揃う

「EKAL」　右:シュラフ（寝
袋）メーカーのナンガとコ
ラボしたダウンブランケッ
ト（税込19,800円）

�&�,�"�-

レルではハウスブランド「フリーダ」が好調。フル
ライン展開し、限定品も揃える。小笠原希帆ディレ
クターの来店イベントやリモート接客も好評だ。
毎月の企画も来店動機となっている。イベントはク
リスマスギフトや植栽のマーケットなど季節性を反
映。ポップアップは、3月にはライフスタイルウェブ
マガジン「フイナム」主宰のランニングクラブとのT
シャツ 企 画「ウェル ネス・フリークス」を行 い、
ニューバランスのランニングシューズなど関連商品
のカスタムイベントと連動させ、人気だった。
客層は地元や近郊他県、都内からのカップルや家
族連れを中心に幅広い。コスメブランド「ラポドゥ
ジェム」も密かな人気で、「ご主人がアウトドア商
品を選ぶ間に、奥様が服やコスメを購入する」流
れがある。カップル・家族購入で客単価が高まり、
コロナ禍にあって業態転換前を上回る実績を確保
している。

「明らかに変わったのは滞在時間」と言う。店内外
の公園のように寛げる空間作りや栃木の人気コー
ヒー店「カフェ・フジヌマ」の出店も奏功し、「店に
行くことがアウトドア」になり、半日過ごす人も多
い。「買い物後にスタッフと会話したり、コーヒーを
飲みに来店したりと、以前とは異なる使い方で店
が地域に浸透しつつある」。今後の出店も注目の
業態だ。

アメカジを軸 に古 着とインポート物 の セレクト
ショップとして1986年に創業した「フリークス スト
ア」。MDの進化・深化を続け、現在49店舗を展
開する。「アウトドア好きが多い会社。自分のライ
フスタイルに欲しいと感じたモノやコトを仕事化す
る文化がある」（プレスの鈴木栞奈さん）と、アウト
ドア商品も早くから提案してきた。その象徴的な業
態が、昨年9月に古河本店をリニューアルした「ザ・
キャンプ・フリークス ストア」だ。「“Li fe  Share  
Park” 〜共に豊かさを見つけるお店〜」をコンセ
プ ト に、Relax（寛 ぐ）、Discover（見 つ け る）、
Share（共感する）のキーワードから派生する多様
なコンテンツを発信している。
大きな話題を呼んだのは、関西のアウトドア専門店

「オレンジ」の関東初出店。和歌山県の人口1.7万
人の町にあって日本初、新進気鋭ブランドなど屈
指の品揃えで全国にファンを持つ。ザ・キャンプ
では総売り場面積196坪の55坪を占め、アウトド
アの初心者から熟練者まで集客している。ウェアや
ギアはもとより、同店スタッフが開発し一躍広まっ
たスパイス「ほりにし」の人気は絶大で、開業日は
終日行列が絶えず「皆さんのカゴに入っていた」。
フリークス ストアにも相乗効果を生んでいる。チェ
アリングブームも背景に「カーミットチェア」が売れ
筋に。ショールーム化した家具ブランド「クラッシュ
ゲート」の古木製家具もコンスタントに動く。アパ
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5
大
ワ
ー
ル
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
、今
や
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
シ
ョ
ー
が
、こ
れ
だ
け
観
ら
れ
る
の
は
東
京

だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
欧
州
も
N
Y
も
、そ
の
ほ

と
ん
ど
が
デ
ジ
タ
ル
に
置
き
換
わ
っ
た
中
で
、全
51

ブ
ラ
ン
ド
中
、フ
ィ
ジ
カ
ル
が
21
、デ
ジ
タ
ル
が
30
と

は
、「
た
い
し
た
も
の
だ
」と
胸
を
張
り
た
い
と
こ
ろ

だ
。
前
シ
ー
ズ
ン
の
2
0
2
1
年
春
夏
は
参
加
35
ブ

ラ
ン
ド
の
う
ち
、13
ブ
ラ
ン
ド
が
フ
ィ
ジ
カ
ル
だ
っ
た

か
ら
、一
歩
前
進
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
と
は
言
え
リ

ア
ル
に
勝
る
も
の
は
な
し
。
デ
ジ
タ
ル
は
全
く
別
物

と
考
え
た
方
が
良
く
、つ
ま
り
は「
ブ
ラ
ン
ド
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、映
像
表
現
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た

方
が
得
策
な
気
が
す
る
」と
、半
ば
開
き
直
っ
て
し

ま
っ
た
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
っ
た
。

　
楽
天
主
催
の「
b
y 

R
」企
画
で「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
ピ
ー
プ
ル
」や「
ア
ン
ダ
ー
カ
バ
ー
」の
よ
う
に
、い

つ
も
は
パ
リ
コ
レ
に
参
加
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
が

シ
ョ
ー
を
行
っ
て
、盛
り
上
げ
を
図
っ
た
が
、本
誌
で

は
今
回
敢
え
て
、「
こ
れ
か
ら
」の
ブ
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ジ

カ
ル
シ
ョ
ー
、デ
ジ
タ
ル
シ
ョ
ー
、ル
ッ
ク
か
ら
注
目

す
る
ブ
ラ
ン
ド
を
選
ん
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
も
う
一
点
着
目
し
た
の
は
、世
界
が
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、各
地
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
誰
で
も
観

ら
れ
る
状
況
と
な
っ
た
今
日
、海
外
へ
向
け
て
日
本

の
伝
統
文
化
を
発
信
で
き
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
到

来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
だ
。
そ
う
し
た
視
点

か
ら
新
し
い
時
代
の
和
装
を
提
案
し
た

「
s
o
w
a
h
a（
ソ
ワ
ハ
）」と
、こ
の
間
、一
貫
し

て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
参
加
し
て
き
た
生
粋
の

着
物
ブ
ラ
ン
ド「
J
O
T
A
R
O  

S
A
I
T
O

（
ジ
ョ
ウ
タ
ロ
ウ
サ
イ
ト
ウ
）」の
二
つ
に
も
賛
辞
を
贈

り
た
い
。
日
本
の
着
物
業
界
も
、世
界
ま
で
出
向
い

て
い
っ
て
、シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
の
に
比
べ
れ
ば
、格

段
に
コ
ス
ト
の
掛
か
ら
な
い
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
と
捉

え
、デ
ジ
タ
ル
参
加
で
も
構
わ
な
い
の
で
、大
い
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

21

−

22
年
秋
冬
東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

P H Y S I C A L D I G I T A L

現代の空間にマッチする着物スタイルを提案する「ジョウタロウ サイトウ」（斉藤上太郎）は、
サクランボやクラシックカーをモチーフにした帯、大胆な配色のテキスタイルが目を引いた。

「ソマルタ」のデザイナー廣川玉枝が発表した新ブランド「ソワハ」。着物の襟合わせや帯締めの
要素を取り入れたワンピースなど、現代の生活様式に合わせた「新時代の和装」を提案した。

「リコール」（土居哲也）は、コロナ収束の願いを込めて「人々
が体を寄せ合う型」を服で表現。交差点を行き交う人だかり
のように、多方向から幾つものパーツが重なり膨張する変形
ワードローブが登場した。某ブランドのトレードマークをパロ
ディしたアイテムなど遊び心もたっぷり詰め込んだ。

「チルドレン オブ ザ ディスコーダンス」（志鎌英明）は、明治
建築・上野の表慶館でショーを開催。国旗を連想させるシ
ンボルマークや優美なトライバル模様を刺繍やテキスタイル
に宿し、エキゾチックにモデルが着こなす。今期は「FACE.
A-J」とタッグを組み、アフリカンファブリックも取り入れた。

東コレ初参加の「ニサイ」（松田直己）は、無数の古着をカッ
ティングしパズルのように接ぎ合わせたリメイクアイテムを
ずらりと並べた。ぬいぐるみのようにリボンや毛糸でステッチ
した繋ぎ目のディテール、パレットの色を全部重ねたペイン
トパンツなど、童心をくすぐるコレクション。

Text : Masahiro Kubo    Caption : Sakura Tsuchiya    Photo : Ginji Hasegawa (sowaha), 
Konatsu Watanabe (nisai, JOTARO SAITO, Children of the discordance)

2021-22 AW COLLECTION

naokitomizuka meagratia BASE MARKJOTARO SAITOsowaha

Re:quaL≡ nisai Children of the discordance

フィジカルとデジタルは、もはや別物

RAKUTEN FASHION WEEK TOKYO 
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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
色
濃
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
他

に
も
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー（
以
下

B
L
M
）運
動
や
ア
ジ
ア
人
系
へ
の
差
別
的
暴
力

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
な
ど
不
穏
な
状
況
下
で

フ
ァッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
基
本
的
に
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
、米
フ
ァッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
協
議
会（
以
下
C
F
D
A
）の「
ラ
ン

ウ
ェ
イ
3
6
0
」と
、I
M
G
に
よ
る「
N
Y
F
W
」

の
二
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
い
発
表
さ
れ

た
。
ブ
ラ
ン
ド
数
は
、両
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
合
計

で
1
3
9
ブ
ラ
ン
ド（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
1
0
0
、メ
ン

ズ
12
、ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
27
）と
な
っ
た
。

　
ま
た
、C
F
D
A
の
会
長
の
ト
ム
•
フ
ォ
ー
ド

は
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」の

名
称
を「
ア
メ
リ
カ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
変
更
す
る
と
発
表
し
た
。
C
F
D
A
は

こ
れ
ま
で
、米
国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
に
N
Y
で

フ
ァッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ

る
こ
と
を
推
奨
し
て
き
た
が
、欧
州
や
ア
ジ
ア
な

ど
を
発
表
の
場
に
選
ぶ
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
あ
り
、オ

ン
ラ
イ
ン
が
中
心
と
な
っ
た
現
在
は
、地
域
へ
の
帰

属
感
覚
が
薄
れ
て
い
る
。
ト
ム
•
フ
ォ
ー
ド
は
、ど

こ
で
見
せ
よ
う
と
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

C
F
D
A
の
務
め
だ
と
し
、国
外
や
公
式
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
以
外
で
発
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も「
ア
メ
リ
カ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
入
れ
る
と
し
た
。　

　
期
間
も
2
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
の
4
日
間

と
一
応
設
定
し
て
い
た
が
、17
日
に
大
ト
リ
を
務

め
る
は
ず
だ
っ
た「
ト
ム
・
フ
ォ
ー
ド
」さ
え
も
28

日
に
延
期
し
、「
ト
リ
ー
・
バ
ー
チ
」は
3
月
中
旬
、

「
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ー
ス
」は
4
月
20
日
に
発
表
す
る

な
ど
オ
フィ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
は
意
味
を
持
た
な
く

な
っ
た
。

　
他
に
も
、「
プ
ロ
エ
ン
ザ
・
ス
ク
ー
ラ
ー
」の

シ
ョ
ー
で
、カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
米
副
大
統
領
の
継
娘

エ
ラ
・
エ
ム
ホ
フ
が
、今
回
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
デ

ビ
ュ
ー
を
飾
り
話
題
と
な
っ
た
。

　
社
会
性
の
あ
る
動
き
で
は
、「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ

ム
」や「
プ
ラ
バ
ル
・
グ
ル
ン
グ
」を
中
心
に
、ア
ジ

ア
系
ア
メ
リ
カ
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
様
々
な
ク
リ
エ

イ
タ
ー
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
共
に 

#
S
t
o
p
A
s
i
a
n
H
a
t
e 

と
い
う
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
行
い
、1
0
0
万
ド
ル
を
目
標
に
寄

付
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

Te x t  :  布矢 千春（ファッションジャーナリスト・ドレスメーカー学院 院長）

久しぶりにロング＆リーンのシルエットが
戻ってきた。全体的にほっそりとした長めの
シルエットで、マキシ丈が重要な要素を果
す。衿元や袖などのトップスに多少ボリュー
ムを持たせることもある。キーアイテムは、
なんといってもマキシ丈のタイトロングス
カートで、収縮性があり可動性の高いジャー
ジー素材やニットも多く、ミニマムな中にも
機能性を持ったスタイリング。

Maxi Solid
マキシ・ソリッド

年間を通じて常に人気の花柄だが、今シーズ
ンの花は、より立体的に表現している。テク
ニックは花のプリントで作られたすだれ状の
デコレーションや立体的な花のモチーフを散
りばめたニットのセットアップなど。チュール
の上に花の刺しゅうが施され更に花が縫い
付けられた、まるでボタニカルガーデンのよ
うなドレスもあり、早速テイラー・スウィフト
がグラミー賞で着ていたのが印象に残った。

3D Blooms
スリーディー・ブルームス

元来のグランジファッションは「汚い、悪い、
劣った」のアメリカの俗語。今シーズンのグ
ランジは、その肩に力が入っていない様子
は、従来のイメージを継承し、部屋で過ごす
ことが多い今のライフスタイルに溶け込むよ
うなリラックスした雰囲気が特徴。長めのア
ウターやトップスを重ね、あえてアクセント
を作らずダラっとしたレイヤードスタイリング
に仕上げることが今シーズンの気分。

Relaxed Grunge
リラックスド・グランジ

THE ROW ZIMMERMANN COACH TOM FORD

この閉塞感のある日常の中で、心の中はき
らびやかで自由を謳歌したアメリカの80年
代のクラブシーンに心が動かされる。オー
バーサイズのジャケット、極端に短いボトム
スとスパッツの組み合わせなど、エッジの効
いたスタイルが印象に残る。シンディー・ク
ロフォードなどのスーパーモデルをイメージ
させる、ゴージャスでエネルギーに溢れたス
タイリング。

Greater 80’s
グレーター・エイティーズ

Text：ファッションディレクター　萩原輝美

10分間に込められた
デジタルプレゼンテーション
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ル
ム
を
作
る
チ
ュ
ー
ル
ド
レ
ス
で
す
。
レ
ザ
ー
の

ハ
ー
ネ
ス
に
は
ビ
ー
ズ
刺
し
ゅ
う
が
散
り
ば
め
ら

れ
、ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
と
ハ
ー
ド
な

デ
ィ
テ
ー
ル
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
甘
さ
だ
け
で
は
な
い
、ぐ
っ
と
モ
ダ

ン
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
「
ア
ー
デ
ム
」は
バ
レ
エ
を
テ
ー
マ
に
、ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
を
モ
デ
ル
が

ゆ
っ
た
り
と
歩
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ル
ッ
ク

は
羽
の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
に
量
感
た
っ
ぷ
り
の
ト

レ
ン
チ
コ
ー
ト
で
す
。
羽
モ
チ
ー
フ
の
ジ
ャ
カ
ー
ド

コ
ー
ト
に
は
プ
リ
ー
ツ
を
は
め
込
み
優
し
く
揺
れ

て
い
ま
す
。
得
意
な
花
柄
は
大
き
な
モ
チ
ー
フ
の

ぼ
か
し
プ
リ
ン
ト
で
大
胆
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
ド
レ
ス
。
ボ
デ
ィ
ス
と
ニ
ッ
ト
タ
イ
ツ
の

組
み
合
わ
せ
が
し
っ
と
り
と
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
躍
動
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

ト
に
フ
リ
ン
ジ
や
ポ
ケ
ッ
ト
を
加
え
、リ
カ
ル
ド

ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
テ
イ
ス
ト
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
の
発
表
が
定
着
し
て
き
た「
ト
ー

ガ
」は
、新
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
装
飾
と
し
て
平
面

的
な
ラ
ッ
フ
ル
を
、肩
、袖
、裾
に
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
波
の
よ
う
に
揺
れ
な
が
ら
、時
に
３
次
元

の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
黒
と
白
の

シ
ャ
ー
プ
な
色
で
、優
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ジ
ャ
カ
ー

ド
か
ら
チ
ュ
ー
ル
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、ナ
イ
ロ
ン
の

コ
ー
ト
ま
で
新
し
い
デ
ィ
テ
ー
ル
と
フ
ォ
ル
ム
で
、

静
か
に
攻
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　
「
シ
モ
ー
ン
・
ロ
シ
ャ
」は
教
会
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ

を
披
露
し
ま
し
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
袖
に
フ
リ
ル
を

挟
み
込
ん
だ
ラ
イ
ダ
ー
ス
に
チ
ュ
チ
ュ
の
バ
ル
ー
ン

ス
カ
ー
ト
は
黒
一
色
、厚
底
の
バ
イ
カ
ー
ブ
ー
ツ

で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の「
ウ
ィ
ン

タ
ー
・
ロ
ー
ズ
」は
大
き
な
バ
ラ
の
装
飾
が
フ
ォ

　

ロ
ン
ド
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
シ
ー
ズ
ン
前
か
ら

「
ロ
ン
ド
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
フ
ェ
ブ

ラ
リ
ー
2
0
2
1
」と
い
う
よ
う
に
メ
ン
ズ
と

ウ
ィ
メ
ン
ズ
を
一
体
化
し
て
年
２
回
の
発
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。
開
催
一
ヶ
月
前
に
コ
ロ
ナ
に
よ
る

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）の
た
め
デ
ジ
タ
ル
の

み
の
発
信
に
決
定
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、92
ブ

ラ
ン
ド
の
参
加
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
過
密
、15
分

か
ら
30
分
お
き
の
配
信
で
す
。
ミ
ラ
ノ
や
パ
リ
と

違
い
、若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
支
援
が
厚
く「
ト
ー

キ
ョ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
」受
賞
６
ブ

ラ
ン
ド
も
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
、「
バ
ー
バ

リ
ー
」は
リ
カ
ル
ド
・
テ
ィ
ッ
シ
に
よ
る
初
の
メ
ン

ズ
に
特
化
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
屋
内
で
の
生
活
か
ら
ア

ウ
ト
ド
ア
に
思
い
を
寄
せ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、ア

イ
コ
ン
で
あ
る
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
や
ダ
ッ
フ
ル
コ
ー

TOGABurberry

ERDEMSimone  Rocha
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今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
は
レ
イ
ヤ
ー
ド
が
多
い
の
で

す
が
お
気
に
入
り
は
、プ
ラ
ダ
の
紫
の
花
ジ
ャ
カ
ー
ド
が

胸
元
か
ら
見
え
る
黒
の
コ
ク
ー
ン
ド
レ
ス
で
す
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
ブ
ル
ゾ
ン
と
合
わ
せ
て
タ
イ
ツ
と
ブ
ー
ツ
で
シ
ン

プ
ル
に
着
た
い
。

　

萩
原
輝
美
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

す
。
目
元
を
強
調
し
た
強
い
メ
イ
ク
が
印
象
的
で

す
。

　
「
ロ
ッ
ク
」は
倉
庫
の
よ
う
な
無
機
質
な
ス
ペ
ー
ス

で
、黒
に
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
加
え
た
勢
い
の

あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
胸
を
深
い

V
ラ
イ
ン
に
え
ぐ
っ
た
ド
レ
ス
は
ウ
エ
ス
ト
を
キ
ュッ

と
絞
り
フ
ェ
ミ
ニ
ン
で
す
。
テ
ー
ラ
ー
ド
の
衿
と
胸
の

ビ
ュス
テ
ィ
エ
を
残
し
た
カ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ド
レ
ス
は
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
技
を
見
せ
て
い
ま
す
。
量
感
コ
ー
ト
の
上

に
コ
ル
セ
ッ
ト
や
ブ
ラ
ト
ッ
プ
を
合
わ
せ
、ロ
ッ
ク
ら
し

い
グ
ラ
マ
ラ
ス
を
モ
ダ
ン
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
色
あ

せ
た
デ
ニ
ム
の
上
に
長
い
ト
レ
ー
ン
を
引
い
た
白
レ
ー

ス
の
ド
レ
ス
は
新
し
い
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
人
気
が

出
そ
う
で
す
。

　
「
ロ
エ
ベ
」は
パ
リ
の
重
厚
な
建
物
の
中
で
撮
影
さ

れ
た
45
ル
ッ
ク
を
配
信
し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
テ
イ

ス
ト
と
ア
ー
ト
ピ
ー
ス
を
取
り
入
れ
ア
ト
リ
エ
の
ハ
ン

ド
ワ
ー
ク
で
仕
上
げ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。「
着
飾

る
こ
と
は
熱
量
の
高
い
行
為
」と
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
は
言
い
ま
す
。
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
袖
に
グ

ラ
フ
ィ
カ
ル
な
色
彩
の
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
コ
ー
ト
、大

き
な
バッ
ク
ル
で
ド
レ
ー
プ
を
流
す
ド
レ
ス
な
ど
着
る

側
に
も
緊
張
感
が
必
要
な
服
で
す
。

　
「
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
」は
イ
タ
リ
ア
の
フ
ォ
ル
ナ
セ
ッ

テ
ィ
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ラ
ボ
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
無
観
客
シ
ョ
ー
で
見
せ
ま
し
た
。

色
、柄
を
パッ
チ
ワ
ー
ク
し
た
量
感
ブ
ル
ゾ
ン
や
コ
ー

ト
の
下
に
、チ
ュ
チ
ュ
の
バ
ル
ー
ン
ス
カ
ー
ト
を
の
ぞ
か

せ
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
フ
ォ
ル
ナ
セ
ッ
テ
ィ
の
手
描

き
画
像
の
プ
リ
ン
ト
ド
レ
ス
が
登
場
し
ま
し
た
。

レ
イ
ヤ
ー
ド
の
仕
上
げ
は

ボ
リ
ュ
ー
ム
コ
ー
ト

　

21

−

22
年
秋
冬
A
W
ミ
ラ
ノ
・
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
今
回
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
で
す
が
、先
シ
ー

ズ
ン
と
比
べ
る
と
無
観
客
シ
ョ
ー
の
配
信
が
目
立
ち

ま
す
。
21
年
春
夏
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、優
し

く
心
地
よ
い
ル
ッ
ク
が
中
心
で
し
た
が
、今
シ
ー
ズ
ン

は
フ
ァッ
シ
ョ
ン
本
来
の
魅
力
「
と
き
め
く
服
」を
発

表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
に
注
目
で
す
。

　
「
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
」は
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発

表
、ミ
ラ
ノ
の
劇
場
ピ
ッ
コ
ロ
・
テ
ア
ト
ロ
で
生
演
奏

の
シ
ョ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
色
は
黒
と
白
。
ボ

デ
ィ
ス
の
よ
う
に
着
た
ダ
イ
ヤ
柄
の
カ
ッ
ト
ニッ
ト
に

白
シ
ャ
ツ
を
重
ね
シ
ョ
ー
ト
丈
の
ア
ウ
タ
ー
を
ま
と
い

ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
ミ
ニ
に
合
わ
せ
る
の
は
パ
デ
ィ
ン
グ

さ
れ
た
ロ
ン
グ
ブ
ー
ツ
や
パ
ン
プ
ス
。
禁
欲
的
で
あ
り

な
が
ら
カ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
覗
く
素
肌
に
エ
レ
ガ
ン
ス

を
感
じ
ま
す
。
黒
と
白
の
ミ
ニマ
ル
な
中
に
ヴ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ノ
の
モ
ダ
ン
エ
レ
ガ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
す
。

　
「
プ
ラ
ダ
」は
い
く
つ
も
の
部
屋
を
モ
デ
ル
が
キ
ャ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
ク
す
る
と
い
う
演
出
で
す
。
プ
リ
ン
ト
の

ボ
デ
ィ
ス
ー
ツ
と
タ
イ
ツ
の
上
に
テ
ー
ラ
ー
ド
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、長
い
ス
リ
ッ
ト
の
入
っ
た
ス
カ
ー
ト
を
重
ね
る

レ
イ
ヤ
ー
ド
ル
ッ
ク
で
見
せ
ま
し
た
。
I
ラ
イ
ン
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ド
レ
ス
の
上
に
重
ね
る
の
は
袖
を
誇

張
し
た
ビ
ッ
グ
シ
ル
エッ
ト
の
ア
ウ
タ
ー
で
す
。
フ
ェ
イ

ク
フ
ァ
ー
の
裏
に
は
花
柄
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
、ナ
イ
ロ
ン

の
裏
側
に
は
ス
パ
ン
コ
ー
ル
を
の
ぞ
か
せ
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
鏡
の
間
で
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
し
た

「
デ
ィ
オ
ー
ル
」は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
で
怖
か
わ
い

い
ス
タ
イ
ル
を
見
せ
ま
し
た
。
白
の
イ
ノ
セ
ン
ト
な
ブ

ラ
ウ
ス
に
黒
の
レ
ー
ス
ス
カ
ー
ト
を
合
わ
せ
、パ
フ
ス

リ
ー
ブ
の
ミ
ニ
ド
レ
ス
も
登
場
。
足
元
は
ブ
ラ
ッ
ク
＆

ホ
ワ
イ
ト
の
レ
ー
ス
ア
ッ
プ
ブ
ー
ツ
を
合
わ
せ
て
い
ま

「 ときめく服」を発信するブランドに注目です

Text : ファッションディレクター 萩原輝美17 16



　
「
k
o
l
o
r
（
カ
ラ
ー
）」は
デ
ザ
イ
ナ
ー
阿

部
潤
一
さ
ん
が
2
0
0
4
年
に
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。
2
0
0
5
年
春
夏
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
ス
タ
ー
ト
し
、現
在
は
メ
ン
ズ
と
ウ
ィ
メ
ン
ズ
の

バ
ラ
ン
ス
を
6
対
4
く
ら
い
の
割
合
で
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
パ
リ
の
メ
ン
ズ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
ま
す

が
、今
年
は
初
め
て
東
京
で
観
客
を
入
れ
た
シ
ョ
ー

を
披
露
し
ま
し
た
。
後
日
、シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪
ね

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Q
: 初
め
て
東
京
で
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
で
し
た
ね
。
ど

う
い
う
経
緯
で
実
現
し
た
の
で
す
か
？

A
: 実
は
パ
リ
で
の
シ
ョ
ー
形
式
の
発
表
は

2
0
1
7
年
の
秋
冬
が
最
後
で
、そ
れ
か
ら
３
年

間
は
ム
ー
ビ
ー
や
ル
ッ
ク
で
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ラ

ン
ウ
ェ
イ
っ
て
古
く
は
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
時
代

か
ら
始
ま
り
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
表
現
す
る
に
は
一

番
わ
か
り
や
す
い
方
法
だ
と
は
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
昨
年
6
月
に
は
ま
た
パ
リ
で
シ
ョ
ー
を
す
る
予

定
を
立
て
て
い
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
断
念
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
い
と
東
京

で
シ
ョ
ー
を
す
る
こ
と
も
な
い
の
か
な
と
思
い
、こ

の
1
月
東
京
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

Q
: リ
ア
ル
シ
ョ
ー
で
服
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ウ
ィ
メ
ン
ズ
の
ル
ッ
ク
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
ね
。
今
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
は
？

A
: い
つ
も
生
地
、デ
ィ
テ
ー
ル
、シ
ル
エ
ッ
ト
な
ど

を
様
々
な
角
度
で
見
た
と
き
一
番
心
地
よ
い
バ
ラ
ン

ス
だ
と
思
え
る
服
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
７
割
普
通
に
、残
り
の
３
割
変
な
デ
ィ
テ
ー
ル

を
入
れ
て
服
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
自
分
で
は
シ
ン

プ
ル
に
仕
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
・
・
・
。

Q
: 確
か
に
ど
こ
ま
で
が
1
枚
の
服
か
、何
枚
の
レ

イ
ヤ
ー
ド
で
見
せ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、美
し
い
バ
ラ
ン
ス
で
し
た
。

A
: 僕
は
独
立
す
る
前
、パ
タ
ン
ナ
ー
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
ボ
デ
ィ
に
シ
ー
チ
ン
グ
を
当
て
た

り
動
か
し
て
デ
ザ
イ
ン
や
ス
タ
イ
リ
ン
グ
を
膨
ら
ま

せ
て
い
く
ん
で
す
。

Q
: コ
ロ
ナ
禍
で
も
ア
ト
リ
エ
で
の
作
業
は
中
断
し

な
か
っ
た
の
で
す
か
？

A
: 一
時
期
、中
断
し
た
期
間
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
は
出
社
す
る
人
数
を
制
限
し
仕
事
は
続
け

て
い
ま
し
た
。

Q
: 今
、デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
た
ち
は
リ

モ
ー
ト
で
の
講
義
が
増
え
、現
場
で
の
服
作
り
の

経
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
彼

ら
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

A
: 服
っ
て
解
体
す
る
と
わ
か
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
も
ら
っ

て
解
体
し
て
み
る
。
そ
れ
を
パ
タ
ー
ン
に
写
し
て
他

の
生
地
で
作
っ
て
み
る
。
縫
い
方
や
い
せ
の
入
れ
方

だ
け
で
も
違
う
服
に
仕
上
が
る
ん
で
す
。
家
で
ひ
と

り
で
服
の
発
見
を
楽
し
め
る
作
業
、ぜ
ひ
試
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

Q
: す
で
に
来
シ
ー
ズ
ン
の
企
画
が
始
ま
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、も
し
1
週
間
休
み
に
な
っ
た
ら
何

を
し
ま
す
か
？

A
: き
っ
と
家
に
い
て
何
も
し
な
い
で
い
ら
れ
る
自

由
を
楽
し
み
ま
す
。

　
い
つ
も
穏
や
か
な
佇
ま
い
の
阿
部
潤
一
さ
ん
。
淡
々
と

マ
イ
ペ
ー
ス
で
服
と
向
き
合
っ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
余
裕

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
車
が
大
好
き
で
、所
有
し
て
い
る
４

台
の
車
の
う
ち
３
台
が
大
好
き
な
ポ
ル
シ
ェ
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
う
ち
、ビ
ン
テ
ー
ジ
の
ポ
ル
シ
ェ
の
解
体
で
も

し
そ
う
な
職
人
気
質
を
感
じ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

Interview Photo : Makoto Ikeda
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毎シーズン、ミラノ、パリなど世界のデザイ
ナーズコレクション、パリ・オ－トクチュー
ルコレクションを取材。ファッション雑誌に
記事、コラムを寄稿。専門学校、各種セミ
ナー講師。エレガンスをリアルに落とし込
むファッション提案に定評がある。ブランド

「ten.（テン）」のプロデュースも手がける。

萩原輝美 Terumi Hagiwara

TEXT

@hagiwaraterumi ten._official

阿部 潤一 Junichi Abe

DESIGNER

1965年
1988年

2004年
2007年
2008年

2009年
2012年

2021年

kolorofficial

山形県に生まれる。
文化服装学院アパレルデザイン
科卒業。Yʼs、コムデギャルソン
でパタンナーとなる。
kolor設立
メンズコレクションでパリ進出
ウィメンズコレクションもパリで
発表
南青山にkolor直営店オープン
ブランド「kolor BEACON」ス
タート
初めて東京で21AWメンズ＆
ウィメンズコレクションをラン
ウェイで披露する

PROFILE
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東京ストリートファッションをSNSを通じ世界中に発信するパイオニア、
シトウレイさんが世界のストリートをキャッチ

こんにちは！ シトウレイです

©Hiroshi Shimizu

「自分らしさ」がこれからのクール！
シトウレイです、こんにちは！
今回は3月に東京で行われた楽天ファッションウィークで撮らせてもらっ
た人達をご紹介したいと思います！
東京のファッションウィークと海外のそれとの違いは何かと言いますと、

「キッズが頑張ってお洒落する場所になってる」ということ！ショーを見ら
れなくてもいい、とにかくお洒落して会場にいたい（＆何なら撮られた
い）！ってキッズが盛り沢山！早速みてみましょう！
ファッションキッズ、男子はとにかく黒、黒、黒の大洪水！ジャケット＆パ
ンツのセットアップで黒を着こなす子がとにかく多かった印象です。シル
エット的にはビックサイズのトレンドは根強くゆるっと着てる子が多かっ
た。
そしてもう一つ特筆すべきは髪型！なんとここに来て「おかっぱ男子」が
急増中。前髪パッツン、ストレートの髪は肩に着くか着かないかくらい。
校則が厳しい学校の女子かな？とみまごうくらいに「ザッツ・おかっ
ぱ」。かっこいいのかどうかの議論はさておいて（笑）、皆様個性的に仕
上がってました。何でいきなり？わかりません。ストリートって時折予想
のつかないトレンドが急に浮かび上がることがあるんです。その流れで言

えばなんとビックリ『FRUiTS』系がカムバック! 96年発行のこの伝説の
雑誌を古本屋さんで探し、その着こなしを参考にをしてるというキッズが
現れました！トレンドは20 ～ 25年周期で巡ると言いますが、まさに今、
一巡してFRUiTS っぽいスタイルがキッズには新鮮に映り、トライする子
が現れたんです。デジタルで全ての情報がつかめるこの時代に、わざわざ
古本屋で昔の雑誌をディグるその行為自体も新鮮に感じている様子で
す。
勿論これはほんの一握りの人だけですが、とはいえそういう個性大爆発
なファッションにチャレンジする子が増えてきたのは嬉しいこと！
男女共々キッズに関して言えるのは所謂「カワイイ、綺麗、かっこいい」と
いう価値観で服を着るのではなく、より「自分らしさ」を表現するために
服を着るのがクールだという価値観があるということ。まさにこれってダイ
バーシティの世の中の潮流を投影していると言えます。まさにファッショ
ンは時代の映し鏡。
これからの時代を作る彼らに、これからも注目したいと思います！ではま
た次回お会いできるのを楽しみにしていますね、チャオ！

シトウレイYouTubeチャンネル開設　#シトウレイ #reishito.

1.リング、ピン、ピアス、イヤリングはシルバー・ゴールド系が主流。
特にシルバーのアクセがお気に入り♡  2.「MARC JACOBS」
の財布。外見は黒だけど開くと赤なのがとっても可愛い♡  3.友達
とお揃いの韓国ブランドのバッグもお気に入り！

最近のお気に入りは「NIKE」のスニーカーと「GUCCI」のブレスレット。

Y
u
z
u
h
a

Y
u
z
u
h
a

Question ①将来の夢は？　②ファッションに関する情報はどこから？　③好きなファッションは？　④どんなことを気にして服をコーディネートする？
⑤普段、洋服はどこで買う？　最近買ったものは？　⑥最近気になっているもの（こと）、凝っているもの（こと）　⑦ファッションについて思うことなど

❶幼稚園の卒園アルバムに美容師になりたいと書いていました。生まれた時から天然
パーマで、校則にひっかかり縮毛矯正をしいられたりしました。髪に悩みを持つ全ての人
の味方になりたいので、美容師になります。また、たくさんの人に自分が作ったもの、デザ
インしたものを見てもらいたいのでクリエイターにもなりたいと思っています。❷『mer』や

『FUDGE』などファッション雑誌やネット、インスタ、古着屋のサイトなどを見ています。 
❸やすだちひろさんの「POLY」というブランドが好き。あさぎーにょさんが手がける

「poppy」の服も好きです。❹行く場所や会う人にあっているか、色がぼんやりしすぎてい
ないか、季節感がずれていないか、などを考えています。友達とコーデを合わせてシミラー
ルックを楽しむことも！ ❺ネットで買うことが多いのですが、東京の下北沢や高円寺に行
くのも楽しみです。❻牛革のショルダーバッグと財布を探しています。使えば使うほど味が
出る本革の小物を持ちたい！趣味的には多肉植物を育てるのにもハマっています。スキ
ンケアやヘアケアにも時間をかけています。❼「どんな服を着たらいいかわからない」とい
う言葉をよく聞きますが、「自分が着たい服を着たらいい」と本当に思います。それがわか
らなければ、憧れている人、なりたい人に近づけるように真似から始めると理想に近づけ
ると思います♡私は、服だけでなく、それに合わせたメイクやヘアスタイルを考えるのも好
きなので、トータルに楽しむことがファッションだと思っています。
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高校生のページ第30弾は、福島県の学校法人松韻学園 福島高等学校実務選択コースの
「ファッションデザイン」を選択しているファッション大好き高校生に取材しました。（学年は3月取材時）

❶プロダンサー。将来はダンスで食べていけるようになるの
が理想！ ❷スタイリストさんのインスタなどをよく見ています。
ダンス仲間からも。❸ダンスをする時と普段の服のテイスト
は分けています。ダンスの時はオーバーサイズが多く、ナイロ
ンパンツやワークパンツが好きです。普段履くパンツは踊る
時ほどオーバーサイズではないです。❹色で遊ぶのが好きな
ので、トップスとスニーカーの色を合わせて遊んだりしていま
す。色を使いすぎてしつこくならないよう、上下のどちらかを
暗い色にします。❺ネットやセレクトショップ、古着屋などさま
ざまな場所で買います。❻ダンス！ ❼「文化を知らずに着る
な」と言う人がいますが、きりがないので、好きなものを好き
に着るのがいちばん楽しいです。自己満かもしれないけど。

❶スタイリストや販売などファッションに関わる仕
事につきたい。❷雑誌は『Seventeen』。インス
タグラムやZOZOTOWNもよく見ます。❸韓国系
の服が好き。例えば、「GirlyDoll」・「WC」など
韓国っぽいものを買っています。❹韓国系が好き
と言っても全てそうしたいわけではないので、大
人っぽいものやモノトーン、可愛い系などいろいろ
なテイストに挑戦しています。幅広くファッションを
知ることは自分に有利だと思うからです。❺ネット
ショッピングが多い。最近オーバーサイズのパー
カーワンピースを買いました。❻アクセサリーをうま
く使えているかどうか。帽子なども身につけるよう
にしたい。❼誰かに何を言われても、自分の持っ
ている個性を大切にしたいと思います。
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音楽はネットでタダで聞くものでしょ ! という時代に、少しでも多くの人が作品を聴いてみたい、
手元に置いておきたいと思えるように、毎回 アーティストにフォーカスしてその魅力に迫ります。

映画パーソナリティー襟川クロさんの連載企画、第39弾。
ストーリー批評は他にまかせて、とにかくファッションに注目！な作品を紹介します。

グリード ファストファッション帝国の真実
実在の偉人や歴史秘話を見るたびに、映画はやっぱり「生きた教科書」だなと思
う一方で、「何じゃこいつ！」と蹴飛ばしたくなる誰かを描いた作品もたまに、ある。

「グリード」がそれ。超人気のファストファッション・ブランドをいくつも擁しなが
ら2020年に経営破綻したイギリスのアルカディア・グループのオーナー、フィリッ
プ・グリーン卿（きょう）がモデルです。笑えるかどうかはさておき、英国特有の
痛烈な風刺と皮肉なジョークが満載。貴族でもないのにお金で「卿」の称号を買
って世間にアピールするのも凄いけど、常識とかモラルは一切無視してひたすら
我が道を突き進んだ大富豪の怪物っぷりはヤバ過ぎです。どこまでもグリード（強
欲）でエネルギッシュ。セレブの証の不自然に真っ白い歯と日焼け肌を自慢しつつ
ビジネスは徹底的にケチ。ファッション界の華やかなパーティーには欠かせない
大物スターたちとの交流も「見栄」感タップリ。有名人ゲストが本人役で33人も顔
出ししてます（ここ、爆笑）。アパレル業界の内幕ものとして見ると社会派問題作。
成金ファミリーの実態として見るとブラックコメディー。ファッションを学ぶ人に
は・・・裏の部分を覗き見ね。
6月18日（金）より、TOHOシネマズ シャンテ他にて全国ロードショー　配給：ツイン　
©2019 COLUMBIA PICTURES INDUSTRIES, INC. AND CHANNEL FOUR TELEVISION CORPORATION

ハチとパルマの物 語
日本人なら誰もが知ってる忠犬ハチ公の物語。実はロシアにも飼い主を待ち続け
た忠犬がいたそうな・・・という実話の映画化です。時は70年代。医師の証明
書がなかったために飛行機に乗れなかったジャーマンシェパードのパルマと、母
を亡くしパイロットの父親に引き取られた9歳のコーリャの出会いとそれからを描
いたマジメなドラマです。お話の90％が孤独なパルマと心を閉ざした少年の
日々。犬を敵視する大人もいれば見守る人もいるというよくある展開ですが、追い
かけたり逃げたり、パルマの「役作り」を見てるだけで感動しちゃいます。ワンコ
大好きさんにはツボのエピソードたっぷりよ。
少年の衣装に意味を持たせたのも印象的。汚れたからと脱がそうとしても、「絶対
にダメ！」、大好きなママの手編みのセーターは唯一残してくれた大切な思い出な
のです。この頑固さ＆こだわりがけなげでねぇ。衣装といえばもうひとつ。大人サ
イドはほぼ制服。70年代のパイロットとCAのユニフォームのレトロなカッコ良さ
ったら！若者には新鮮かも。特に国内便は紺、国際便は白のスーツでビシッと決
める操縦士ファッションの凛々しいこと！
5月28日(金)ヒューマントラストシネマ渋谷ほか全国順次公開　配給：東京テアトル／平成プロジェクト　©2021 パルマと秋田犬製作委員会

青野賢一
Kenichi Aono

セレクトショップBEAMSにて、
個人のソフト力を主に社外のク
ライアントワークに生かす〈ビー
ムス ディレクターズルーム〉のク
リエイティブディレクターと音楽
部 門〈BEAMS RECORDS〉
のディレクターを務める。
www.beams.co.jp

襟川クロ
Kuro Erikawa

年間600本近い作品を見て、ラ
ジオ、TV、雑誌、会見やイベン
トの司会にインタビューと映画
ベッタリの人生を送る日々。犬
が 出 てくると評 価 が 甘くな
る・・・そんな襟川クロですが、
どうぞよろしく。

Sam Gendel（サム・ゲンデル）：LAを拠点に活動する作曲家、サックスをはじめとするマルチ楽器奏者。2017年、
『4444』を発表。名門〈Nonesuch〉から2020年にリリースした『Satin Doll』は大きな話題を呼んだ。最新作『Fresh 
Bread』は〈Leaving Records〉と〈astrollage〉のコラボレーションで5月19日に3CDにて発売。

今回ご紹介するサム・ゲンデルを知ったのは、2017年のソロ・デ
ビュー作『4444』だった。どこかブラジル音楽を思わせるメロディー
をシカゴ音響派にも通じるサウンドアプローチで展開したこのアルバ
ムのオルタナティブな感性に興味を持って以来、彼の作品は欠かさ
ずチェックしている。2018年に発表された、ベーシストのサム・ウィ
ルクスとのデュオ作品『Music For Saxofone & Bass Guitar』のロー
ファイでスモーキーなサイケデリック感もたまらなかったし、ジャズ
のスタンダードを彼独自のアプローチで再構築した『Satin Doll』も
素晴らしかった。200枚限定の7インチとして密かにリリースされた

「Dream Baby Dream」（アメリカのニューウェーブ・デュオ、スーサ
イドのカバー）のトリッピーな内容にもぶっ飛んだものである。
最新作『Fresh Bread』は、2012年から2020年の間に録音されたパー
ソナル・アーカイブとライブ音源からなるもの。トータル52曲、3時
間44分というボリュームで、アンビエント、ジャズ、エレクトロニッ
ク・ミュージック、前衛音楽といった要素が入り混じったクリエイティ
ブな内容で、色々な聴き方ができる。トレンドに日和らず、自分の世
界を貫いて創作する彼の姿勢は、もの作りに携わる人にとっていい
刺激にもなりそうだ。

今、最もクリエイティブな音を発表する音楽家

Photo by M
arcella Cytrynow

icz

※変更の可能性もありますので、ホームページで必ずチェックしてください。

著者：武田 尚子
発行所：みすず書房　税込2,970円

もう一つの衣服、ホームウエア
家で着るアパレル史

“ステイホーム”の新習慣でクローズアップさ
れている「ホームウエア」。ボディファッション

（インナーウエア）業界のフリーランスのジャー
ナリストとして国内外の動向を見続けている著
者が、従来ナイトウエアやラウンジウエア、あ
るいはルームウエアといわれていた産業分野
を、新たに「ホームウエア」という位置づけに
括って、過去を振り返り未来を展望する。

BALLET The New Classic

■ 2021年8月7日（土）18:30　■ 2021年8月8日（日）13:30 ／ 18:30　■ 2021年8月9日（月・祝）13:30 ／ 18:30
チケット：プレイガイドにて 2021年5月8日より先行発売開始　一般発売：6月末
会場：恵比寿 ザ・ガーデンホール　https://www.balletthenewclassic.com

世界の第一線で活躍する日本人バレエダンサーが一
堂に集結し、ダンス、ファッション、 アートというジャ
ンルの垣根を超えた 「ニュークラシック=新しい定番」
を多様な形で提案する公演。衣装デザインには、元
バレエダンサーで「REKISAMI」や自身の名前を冠し
たブランド「CHIKA KISADA」での評価も高いファッ
ションデザイナーの幾佐田千佳を迎えバレエコス
チュームの新しい提案を試みる。

TO P I C  1 編集スタッフいち押し本を紹介!TO P I C  2 見 逃 せ な い 注 目 の 展 覧 会 & 公 演
ファッション イン ジャパン 1945-2020 ―流行と社会

特に戦後の日本におけるユニークな装いの軌跡を、衣
服やアイデアを創造するデザイナー（発信者）サイドと、
衣服を着用し時に時代のムーブメントを生み出すことも
あった消費者（受容者）サイドの双方向から捉え、概観
する。洋服を基本とした日本ファッションの黎明期から
最先端までの動向を、社会的背景とともに紐解く、世界
初の大展覧会。

2021年6月9日（水）〜 9月6日（月）　休館日：火曜日　
開館時間：10:00 ～ 18:00 ※入場は閉館の30分前まで。（閉館時間は変更になる場合がございます。）　
入場料：一般当日 1700円ほか ※事前予約制
会場：国立新美術館 企画展示室1E　Tel：03-5777-8600（ハローダイヤル）

著者：皆川 明　編集：松家 仁之
発行所：  つるとはな　税込1,540円 

生きる はたらく つくる
「魚市場でアルバイトをしながらたったひ
とりで始めたブランド。ほとんど誰にも相
手にされないスタートだった」。創業25
周年を迎えた「ミナペルホネン」。「せめ
て百年つづく」会社、「よい記憶をつくる」
服とは。ミナペルホネン皆川明が初めて
明かす、生き方と仕事の哲学。
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